
課　題
SDGsを達成していくためには、ESDの視点を持った学習及び活動のプロ
グラムと地域でのリーダーを持続可能にしていく仕組みがないことが課題
である。

目　標
3年間でESD地域リーダーを県内に50人育成する。ESDプログラムガイド
ブック（2018年～ 2020年）を作成。プラットホームづくりの必要性と構築
の基礎づくり。

活動内容と成果
人材育成事業は、年3回（9月10月11月）2か所の地域（市原市、南房総市）で
開催し、16のESDプログラムと17人のESD地域リーダーが誕生した。また、
ESDの視点を入れた、「ESDプログラム」ガイドブック2020年度版ができ
た。
プラットホームづくりでは、①ユースとの連携　②地域の自然からの学び　
③学校との連携　④モデルプログラムの活用　の四つの実験プロジェクト
が生まれ、内容など検討した結果、次年度の活動へとつなぐこととした。

ESDの視点を入れたESDプログラムづくりを通して、持続可能な社会
を作るためのESD地域リーダー育成をお互いに学ぶことができた。ま
た、地域リーダーが活躍するための多様な主体が集まり機能するプ
ラットホームづくりへと広げることができた。千葉県の北部、南部と活
動を展開したが、地域の特徴があることが分かり、その特徴を今後にい
かしていく。また、新たな団体等との新しい出会いがあった。

全助成期間の活動を振り返って

SDGsを達成するためのESD地域リーダー
担い手育成事業
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事業の実施と継続のため、地域コアリーダーのスキルアップを図りながら、多様な主体と連携、協働し、事業を展開する。千葉県
内に地域拠点づくり（県南・県北・中央） を3年間で実施し、SDGs・ESDをひろげるための“ちば”拠点を作る。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
2020年度はこれまで作ったESDプ
ログラム体験活動を実施する予定で
あったが、新型コロナウイルス予防
のため、会場とZoomを取り入れた
研修会を開催した。

■工夫した点
2020年度は新型コロナウイルス感
染症予防のためZoom会議を開催す
ることになり、参加者へZoomのや
り方などフォローしワークショップ
では新型コロナウイルス対策を実施
した。
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実　践

つづける助成

3年目

ESD地域リーダー
人材育成 17 人
プラットホームづくり
会議参加者 36 人

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 90 ％


